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　　主　　題（2012 ／ 2013）

国 際 会 長　　「世を照らす光となろう」　　　　　　　　　　　　　　

ア ジ ア 会 長　　「歳月はY’sをワイズ（賢者）にする」　

西 日 本 区 理 事　　「先頭に立ってワイズの光を輝かそう　クラブで、地域で、国際社会で」

中 部 部 長　　「前へ！声を掛合い！」

名古屋クラブ会長　　「共に手をとり広げよう　"Y's の輪・絆 "」

2012 〜 2013　8　月　号　　(No786)

在　　籍 27 名
第 1 例会 19 名
　　メネット 9 名
第 2 例会 8 名
　　メネット 0 名
ゲスト・ビジター  0 名
メーキャップ 1 名
出席率 80.7%
メネット会 7 名
ゲスト・ビジター 0 名

7 月クラブ出席 B　　　F

切手 365pt

現金 0pt

小計 365pt

切手  365pt

現金 0pt

累計 365pt

7
　
月

累
計
（
7
月
）

青　木　

飯　田 ○

伊左治 ○

岩　田 ○

尾　関 ○ 

小　尾 ○

加藤明 ○

加藤晃　

川　口 ○

川　本 M

木　本 ○

久保田 ○

五　島 ◎

小　谷 ○

塩　田 ◎

鈴　木 功

千　賀 ◦

相　馬 ◎

谷　川 ○

寺　田 　

中　野 ◎

成　瀬 ◎

西　村 ○

平　野 ◎

深　谷 　

水　谷　

渡　辺 ◎

7　月　　個　人　出　席 第 一 例 会（7/10）
　　メネット　 飯田　伊左治　尾関　加藤（朱）加藤（邦）　

久保田　五島　西村　長井　

愛実の会 5 周年（7/21）
　　メネット　 伊左治　尾関　加藤（朱）西村　

西日本区役員会（7/7・8）
　　　　　 成瀬　平野　渡辺　谷川　川口

STEP 大西慎太郎君壮行会
　　　　　成瀬　平野　川本　中野

第　2　例　会

8 月例会プログラム

と　き:2012 年 8 月 21 日㈫ 7:00p.m. 〜 8:30p.m.
ところ: 名古屋 YMCA
プログラム：9 月例会について他

　私は、名古屋ワイズの会員になってから、そろそろ 20 年近く

なります。最近、私は、仕事の関係で、例会や行事に欠席するこ

とが多くなってきました。そろそろ退会しなければならないかも

知れませんが、なかなか退会することは出来ません。それは、現在、

従事している牧師となるために、当時のクラブ会員の方々による

数々のお支えがあったからです。また、名古屋ワイズの会長を務

めた 1997 年は、丁度、創立 50 周年でした。その時にも、多く

のメンバーの方々のご協力によって無事終了することができまし

た。

　現在は、ブリテンの「ワイズメンの賢い話」を澤正弘君から引

き継いで、毎号、原稿を書かせていただいています。澤君のよう

に、ユーモア溢れた賢い話しとはなりませんが、私としては、聖

書に書かれていることを出来るだけやさしく、人生を生きていく

ために役立つように書くことを心掛けています。私としては、貴

重なブリテンの紙面を提供していただいていることに心から感謝

いたします。

　これからも、名古屋ワイズの会員同士の交流を深めて、更

に、他のクラブの会員との交流を深めて、それぞれの地になる

YMCA をサポートする団体として発展することが重要であると

思います。

会員同士の交流の重視

寺　田　仁　計

会　　長　五島八郎
副 会 長　川口　恵　飯田和也

書 　 記　千賀　将　　深谷　聡
会　　計　川口　恵　　塩田　保

ブリテン　久保田　平野　伊左治　

と　き：2012年8月7日㈫　6:30p.m.〜8:30p.m.

ところ：名古屋 YMCA

  司　会 小谷　治郎君

開会宣言　  会　長 五島　八郎君

ワイズソング

聖書朗読・祈祷  相馬静香さん

食事

プログラム 

　　　「原発事故からのがれて」

　　　　　大沼勇治・せりな  ご夫妻

諸報告

ハッピーバースディ

ドライバースピーチ  塩田　　保 君

讃美歌　　452

閉会宣言   会　長　五島八郎君
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と　き：2012 年 6 月 13 日㈬　6:30p.m. 〜 8:30p.m.

ところ：名古屋 YMCA

定期会員総会

　7 月の例会では、定期会員総会を行い別紙資料に基づき、

1 年間の活動内容の確認をしました。前月 6 月の第一例会で

のグループ別の反省点が、総会資料に掲載されましたので、

改善できる点は改善へ努めること、例会出席率を上げるため

欠席の場合はメーキャップも活用し、例会参加に協力、また

ＥＭＣ強化として例会へゲストを連れてくるなどのことを、

改めて会計報告とともに確認しました。

　直前会長渡辺メンより今期会長五島メンにバッチを手渡

し、しっかりと五島八郎メンにバッチが引き継がれました。

会長の任に就かれることが、かれ

これ 30 周年ぶり？！の五島会長

より、クラブ主題「共に手をとり

広げよう　“Ｙ ' Ｓの輪・絆”」と

今まで以上に絆を強くし、成瀬理

事を支え、西日本区大会を盛り上

げられるようにとの思いを語って

いただきました。引き続き、役員

新体制の発表とともに、成瀬メンよりそれぞれの役職メンへ

委嘱状・任命状が手渡されると、役員の方々はその任を再認

識し心新たになされた様子でした。メネット会長飯田さんよ

りは、引き続き会長を務めることの報告もなされました。

　第 16 回西日本区大会への諸準備など多方面で忙しくなる

1 年、五島会長のもと、皆さま健康に留意し過ごしていかれ

ますよう念じます。　　　　　　　　　　　　　（中野美幸）

　大沼ご夫妻は、昨年３月の震災当時、奥様が妊娠 7 ヵ月だった為、安心して出
産できる環境をと、親類を頼りに、福島県双葉町より、愛知県安城市の県営住宅に
引っ越されて来られた方です。名古屋学芸大学生が製作したドキュメンタリー映画

「あなたへ」のモデル家族で、その映画もダイジェスト版で上映するとともに、避
難の状況、今のふるさとの様子などについてお話頂きます。

第一例会　スピーカー紹介
大沼　勇治・せりなご夫妻

と　き：2012 年 7 月 17 日（火）19：20 〜 20：20

ところ：名古屋ＹＭＣＡ

１）8 月〜 10 月第一例会プログラムについて

　　 8 月〜 10 月プログラムは卓話

　　8 月　大沼勇治さん　福島原発被災者　安城市在住

　　9 月　上田望さん　中央有鄰学院理事長・施設長

　　10 月　若松景子さん　西マジッククラブ

２）クリスマス例会について

　　 12 月 8 日（土）に行う。礼拝は中央教会にて行い、祝

会は会場を移して行う。祝会会場は未定。今後決定

３）部会参加の件

　　中部部会参加確認については 7 月第一例会にて行った。

　　 8 月 25 日（土）に行われるびわ湖部会の参加確認を中

野さんよりメールで行う。

　　 来年の西日本区大会アピールのためにもできるだけたく

さんの参加をお願いしたい。

４）その他

◦北九州豪雨被害支援について

　支援要請や問い合わせの窓口は福島九州部長

　名古屋クラブは要請に対して対応する

　名古屋クラブへの指示は五島会長が行う。

◦聖岩クラブより公式訪問し例会に参加したいとの希望あり。

　9 月 11 日（火）第一例会に参加していただくよう打診する。

◦  STEP 参加の大西コメットへの餞別 2 万円を名古屋クラ

ブかか支出する。

◦ 8 月例会のニコボックスの収入は愛のチカラ主催の「福

島っこサマーキャンプ」運営資金に寄付する

（千賀　将）

地域奉仕・環境事業報告

　系統立てたクラブの方針は持てませんでしたが昨年の東日

本大震災への支援をＹＭＣＡと共に街頭募金の参加、また中

部地区に避難されている家族を「ふるさと交流会Ｉｎ　Ｎｉ

ｓｓｉｎ」が愛知牧場への招待事業への支援、ＹＭＣＡサー

ビス事業と重なるが「チャリティーラン」への支援、メネッ

ト会が支援している「愛実の会」への有志による参加、キリ

スト教社会館児童を潮干狩りの招待、永年続けられているこ

のプログラムは父兄の関心も高く参加者も多く、特に父親の

活躍の場でもあり毎年、参加者は３００名を超える人気ぶり

で感謝されている。環境事業に関しては特殆ど事業としては

展開出来ませんでしたが震災による原発問題で環境、資源な

ど身近な課題として取り組みをしなければと感じています。

（小尾雅彦）

■■■  第 1 例 会 レ ポ ー ト ■■ ■

■■■  第 2 例 会 レ ポ ー ト ■■ ■

会長バッチ引き継ぎ
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『ワイズメンの賢い話』(No194）

『見えるものと見えないもの』

　「この世には、見えるものと見えないものがあるとい

うことを知っている？」。「なんとなく知っているけど、

見えないものってどんなものがあるの？」。「毎日の生活

では、見えるものばかりが気になって、見えないものに

は、あんまり関心はないけれど、見えないもので一番大

切なのは人の心とか気持ちではないかな」。「そうか、人

の心とか気持は見えないね」。「そして、今度の東日本大

震災では、家を初めとして、見えるものを失った人が多

くいたね。それと同時に、見えないものである家族関係

であるとか友人関係を失った人が多かったよ。ある意味

では、見えるものを失った人よりも、見えないものを失

った人の方が辛かったのではないかな」。「そうだね。被

災者の援助でも、見えるものである食糧やいろいろな物

品は重要だけど、見えないものに対する配慮が必要だ

ね」。「この間、ＹＭＣＡの支援活動のＣＤを見たけど、

見えるものである物質の援助ばかりではなくて、見えな

いものである被災者の悲しい気持ちに対する配慮がなさ

れていたよ」。「家のような見えるものは、ある程度時間

が経てば復旧ができるけど、被災者の悲しい気持ちであ

る見えないものは一生消えることはないだろうね。そし

て、“わたしたちは見えるものでなく、見えないものに

目を注ぎます。見えるものは過ぎ去りますが、見えない

ものは永遠に存続するからです”（コリントの信徒への

手紙二４章１８節）という聖書の言葉を思い出したよ」。

（寺田仁計）

　「それから、弟子たちに言われた。「わたしについて来たい者は、自
分を捨て、自分の十字架を背負って、わたしに従いなさい。」

マタイによる福音書 16：24

西　村　　清

　　イエスに従い、歩もうとする者は、自己否定・自己放棄・

自己犠牲が、このように強い形で要求されています。これに

はどのような意味があるのでしょうか。

このように自己が問題とされるのは、実は他者の問題のため

なのです。そしてこのように他者が問題となるのは、愛にお

いてです。他者への愛が問題となる時にだけ、このような形

で自己が問題になります。これが「イエスの道に従い歩む」

ことの基本です。

　わたしたちが他者を純粋に愛しようとする時、何らかの程

度において、わたしたちは自己が否定され、犠牲となるので

なければなりません。他者を「純粋」に愛するということ、

他者を他者自身のために愛することです。これに反して、他

者を不純に愛するというのは、他者を自己のために愛するこ

とであるのです。それは自己への愛が目的であって、他者へ

の愛は手段とされるのです。この愛の不純こそ人間の犯す最

大の罪と言われるものです。

　例えば、ボランンティアは自分の時間、お金、労力という

点で犠牲を払い、何らの報酬も期待しない。これはまさに自

己否定であり、自己放棄であり、また自己犠牲であると言え

ます。もちろんボランティア活動をすることで、自己の喜び

もあり、また達成感も味わうことになるが、それは結果であ

って、目的ではないのです。もしそういうもののためにボラ

ンティア活動をしているとすれば、それは不純な動機という

ことになります。

　イエスが歩まれた道は、まさに他者を他者自身のために愛

する道であったのです。その際、イエスの自己否定・自己放

棄・自己犠牲は完全な程度にまで徹底されたのです。

　イエスに従って歩むとは、そのようにイエスの歩まれた愛

の道へと歩むことであり、理想主義者としてのワイズメンの

歩みでもあるのではないでしょうか。

第 16 回　中部部会ごあんあい

開催日：2012 年 8 月 26 日（日）11：00 受付
場　所：名鉄ニューグランドホテル
会　費：部会 10,000 円　メネットアワー 2,000 円

記念講演
「音楽が脳機能、自律神経に与えるはたらき
　　　　　　　　　　　〜音楽療法の立場から」
講　師：近藤真由氏（東海大学　愛知医大講師）
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中部合同部会・メネットアワー

と　き：2012 年 8 月 26 日（日）11：30 〜 13：00

ところ：名鉄ニューグランドホテル

会　費：メネットアワー  2000 円（昼食代含む）

　　　　部会　　　　　10000 円

参加予定： 伊左治、尾関、加藤（朱）、加藤（邦）、久保田、

五島、長井、西村、飯田

※ 申し込みの件で変更などありましたら、五島会長まで連絡

して下さい。

　メネット会への連絡は加藤朱美さんへお願いします。

愛実の会奉仕

と　き：2012 年 8 月 11 日（土）

当　番：尾関、西村、深谷、長井

8月メネット会ごあんない

愛実の会「食事奉仕」に参加して　
　五 島 美 代

　場所が少し不便な所にあるため行くのに大変だと思いま

すが、食事をつくるのは家事の延長ですので苦にはなりま

せん。皆で食事をする時お世話をしている人を見ると頭が

下がる思いがします。

　お世話をする方ご苦労さまです。またお当番のメネット

の方々もご苦労様です。

　メネット会に参加する機会が多くなり、メネットの方々

とお会いすると、とても心の和む時間を過ごす事ができま

す。体調が良いときは出席したいと思っていますので、よ

ろしく！

　また、今回は主人が会長という大役を受けることになり、

私もメネット会計をつとめさせていただき蔭ながら支えた

いと思います。

　メン・メネットの皆様よろしくお願いします。

メネット 7 月例会報告

と　き：2012 年 7 月 10 日（火）19：00 〜

ところ：名古屋 YMCA

　7 月のメネット例会はメンの総会へ出席しました。

　会長の飯田メネットから 2011 年度のメネット会活動報

告を、会計の久保田メネットから 2011 年度の会計報告が

あり承認されました。2012 年度は、会長飯田メネット、

会計五島メネットでスタートします。

Y'S MENETTES 国際プロジェクト投票について
　2012 − 2014 年度プロジェクトに関して投票をしまし

た。これは、会員ごとの投票権ではなく、メネットクラブ

に 1 つの投票権があります。

　青少年聾者のためのトレイニング　ケニア 30,000.00

スイスフラン（グローバル聾者コネクションとの協力で聾

児童教育、手話教育を含むマチャコスティーチャールズカ

レッジでの奨学金を 15 人の資格申請者に提供する）

野村メネット事業主任から
　2013 年西日本区メネットアワーの際、メネットへのお

みやげを名古屋メネットの皆さんにアイデアを出してほし

いとの要請がありました。8 月の中部部会か 9 月のメネッ

ト例会にご意見をお寄せください。　　　　（飯田純子）

ＮＰＯ法人愛実の会法人設立５周年

　７月２１日（土）愛実の会法人設立５周年の記念イベン

トがあり、メネット会から４人がお祝いに伺いました。

　紙風船の人形劇、愛実友だちの家と大地の家のＤＶＤに

よる活動紹介、ヴァイオリン・ソプラノ・ピアノの演奏会

と盛りだくさんのプログラムがあり、楽しいひと時をすご

しました。特にメネット会と付き合いの長い大地の家の活

動紹介では、伝馬町の「働く青年の家」の懐かしい写真や、

メンバーの成人式の写真、スケートやプール、ハワイ旅行

など野外活動の写真が映し出され、いつもと違うメンバー

の顔にたいへん興味深いものがありました。

　最後に理事長島しづ子先生から感謝の言葉が述べられ閉

会。私たちの奉仕は月１回の小さなものですが、これから

もできるだけ続けていきたいと思いました。　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（加藤朱美）

切手 小谷治郎君 120pt
 成瀬晃三君 35pt
 深谷　誠君 210pt

メ　ン　　
8 月 20 日 加藤　　晃君

メネット　　
8 月 7 日 深谷　麻奈さん
 10 日 伊左治クミ子さん
 16 日 寺田　純子さん


